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ルまでの識別が可能であることを特徴とするものであることを明らかにしている O ついで， 1-識別可
能であるための必要条件，十分条件について考察し，システムをト識別可能にするために必要なゲー
トの型を明らかにしている O
第5章は結論で，本研究の成果と今後の問題とを，総括して述べている O
論文の審査結果の要旨
本論文は，システム故障診断に関する構造面からの一連の研究をまとめたものであるが，この種の
研究は最近システム故障診断の分野でとくに注目されてきているものである O 本論文で取り上げてい
る問題とその研究成果を要約するとつぎのとおりである O
(1) 内部出力観測によるシステム故障診断にわける 1-識別可能性の問題を詳細かっ厳密に解析し，
これまでに知られていた 1-識別可能であるための条件が必要条件で、あるが十分条件で、ないことを
見出し，必要十分条件にするために新しくつけ加えなければならない条件を明らかにした。
(2) 多重故障を含むシステムの内部出力観測による故障診断を問題にし，単一故障の場合の理論なら
ぴに方法を適用可能にする多重故障に対するグラフ表現を見出したO
(3) システム故障診断のためのターミナルテストについて，その決定法，それを構成する端子数台よ
びそれとシステム構造との関係を問題にし，つぎのことを明らかにした。ターミナルテストの決定
法については，実用的と見られる 2型節点の洗い出しと被覆問題の解法とを使うアルゴリズムを考
察し，端子数については，その下限を明らかにし，システム構造との関係については，ターミナル
テストが一意的に決まる構造を明らかにした。
(4) 故障診断のための内部機能として新しく阻止回復ゲートを提案し，これによるシステムの故障診
断を詳細に解析し，出力阻止回復ゲートの適当な組によってシステムは必ず1 識別可能であるこ
とを証明するとともに.このゲートによる診断は構造的な診断におけるテスト方式としては最大の
分解能をもつことを明らかにした。また，システムを 1-識別可能にするのに必要な出力阻止回復
ゲートの型ならびにその数の上，下限を明らかにした D
以上のように，本論文はシステム故障診断に関する基本的また実際的問題について多くの研究成果
をあげており，電子通信工学，情報工学の分野におけるシステム技術に寄与するところが大きしユ。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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